
今
年

の
平

均
気

温
が
２

月
よ

り
３

月
の
方
が
低
か
っ
た
と
か
？

本
当

に
気
難
し
い
気

候
が
続
く
そ

の
24

日
に
、
３
月

の
誕
生
会
は
31

名

の
参
加

で
北
部
福
祉
会

館
で
開
催
さ

れ
ま
し

た
。
都
合

に
よ
り
会
長
さ
ん
、

事
務
局

長
さ
ん
、

理
事
の
方
数
人
も

お
休
み

の
方
が
多
く
、

準
備
が
心
配

さ
れ
ま

し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
手
馴
れ

て
き
た
の
か

、
順
調
に
済
み

、
い
つ

も
よ
り
早
く
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

今
日
の

あ

い
さ
つ

は

副
会
長

の

内
藤
さ

ん
で
す
。

誕
生
会
に

参
加
の
み
な
さ
ん
、

雨

の
中
ご
参

加
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
今
、

日
進
市
で

は
道
の
駅
事

業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、

ど
ん

な
施
設
が

で
き
る
の
か
ご

存
じ
の
方

は
殆
ど
お

い
で
に
な
ら
な

い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
役
所
の

主
導
で
、

私
た
ち
日
進

市
民
の
意

見
を
聞
く
こ
と

も
な
く
事

業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

当
初
計

画
で
は
総

事
業
費
20

億
円

と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た

が
、
物
価

上
昇
な
ど
に

よ
り
今
で

は
１
・
５
倍
の
30

億
円
ま

で
膨
れ
上
が
っ

て
い
ま
す
、

そ
の
内

の
20

億

円
が
日
進
市
の
負
担
で

す
。

さ
ら
に
、
こ
の
費
用
の
一
部
は
借

金
（
市
債
）
に
よ
り
賄
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
返
済
は
毎

年
７
千

５
０
０
万
円
を

20

年
間
支
払

う
計
画

で
す
。

こ
れ
だ
け
の
お

金
が
あ
れ
ば
「

く

る
り
ん
ば
す
」

の
台
数
を
増
や
し

、

市
民
の
移
動
を
も

っ
と
便
利

に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。
老
朽
化

し
た
公

共
施
設
も
建

て
替
え
や
修
繕

を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
の
使
い

方
は
市
民
参
加

で
考
え

よ
う
と
「

道
の
駅
住
民
投
票

の
実
現

を
め
ざ
す
市
民
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、

「
道
の

駅
」
建
設
の
賛
否

を
問
う
住

民
投
票
を
実

現
す
る
た
め
の

署
名
活

動
が
、

４
月
４
日
か
ら
５
月

３
日
ま

で
の
期
間
で
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
署
名

を
成
功
さ
せ
る

た
め
に

は
１
万
３
０

０
０
人
の
署
名

が
必
要

と
な
り
ま
す
。

「
日
進
市

年
金
者
の

会
」

会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご

自
宅
に
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３月誕生会

誕生月の花

お
便
り
下
さ
い

「
日
進
さ
ん
ぽ
の
シ
リ
ー
ズ
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
紹
介
す
る
原

稿
を
寄
せ
て
下
さ
い
。編

集
委
員
会

ガーベラ

「
道
の
駅
」
建
設
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票

実
現
す
る
た
め
の
署
名
活
動
始
ま
る

税
金
の
使
い
方
は
市
民
参
加
で
考
え
よ
う

紫木蓮の香り 花言葉は「自然への愛」 写真 岡本貞夫
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行 事 案 内

我
が
家
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
２
０
０
９
年
に
設
置
し
た
。
そ
の
後
、

蓄
電
池
も
導
入
し
、
10

年
近
く
な
る
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
、

火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
で
は
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
必
要
に
な
る
。

設
置
費
用
は
大
き
い
が
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
だ
」
と
、

思
っ
た
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
福
島
原
発

事
故
が
起
き
る
。
事
故
処
理
に
つ
い
て
、

政
府
は
10

年
で
原
子
炉
の
デ
ブ
リ
を
除

去
、
廃
炉
完
了
は
40

年
と
方
針
を
作
っ

た
が
、
デ
ブ
リ
の
除
去
は
13

年
経
っ
た

今
も
手
つ
か
ず
の
ま
ま
だ
。
ま
し
て
や
、

40
年
後
の
廃
炉
は
絵
に
描
い
た
餅
だ
。

こ
の
間
、
世
界
で
は
、
１
９
７
９
年

米
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
、

１
９
８
６
年
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
こ
っ

た
こ
と
で
、

原
発
は
停
滞
し
た
。
90

年

代
に
入
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
、
地
球

温
暖
化
問
題
な
ど
か
ら
、
「
原
発
回
帰
」

に
傾
き
か
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
福
島
の

事
故
が
起
き
、
そ
れ
を
契
機
に
ド
イ
ツ
・

イ
タ
リ
ア
は
脱
原
発
を
決
め
た
。

事
故
が
も
た
ら
す
悲
劇
を
、
身
を
も
っ

て
分
か
っ
て
い
る
日
本
は
何
故
脱
原
発

に
踏
み
切
ら
な
い
の
か
、
こ
の
後
に
続

く
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。

伊
藤
勝
人

▼ 投稿は下記メールアドレスへ ▼ 「日進市年金者の会」への連絡は下記アドレスへ

shibakusa123@gmail.com nissinnenkin@gmail.com

つ
ぶ

や

き

＊4月誕生会・文化サロン
4月28日（日）

北部福祉会館

誕生会 10:30～11:15 （11：15～昼食）

文化サロン 12:30～13:30

石川宏子さんの歌と落語（漫談）

＊5月総会・誕生会
6月2日（日）10:00～

中央福祉センター 多機能室

総会 10:00～

総会後誕生会

（現在中央福祉センターでは飲食ができません。

そのため昼食はありません）

＊6月誕生会・文化サロン
6月30日（日）

北部福祉会館

誕生会 10:30～

文化サロン 12:30～13:30

会員・兵藤芳子さん所属の大正琴サークルの

演奏

＊サークル責任者会議
4月22日（月）13:30～

にぎわい交流館ABC室

サークル間の情報交換・交流会を行います。

＊当面の三役・理事会
5月1日（水） 三役会議

にぎわい交流館和室 13:30～

5月5日（日） 第12回理事会

にぎわい交流館ABC室 13:30～

＊女性部総会 ５月１５日 労働会館

（金山駅より徒歩１５分）

総会 10：00～12：00

お楽しみ会 13：00～15：00

朗読、歌、ダンス、支部の手作り作品バザー

日進の朗読サークルも出演

総会のご案内

2024年度の総会を開催します。

【日時】６月２日（日）10：00～

【会場】中央福祉センター多機能室

年に一度の総会です。

万障繰り合わせて参加ください。

新年度会費納入について

４月からの会費納入袋を配布し

ます。会計事務の能率化のため、

出来れば半年又は１年間の会費前

納をお願いいたします。

会計より



署
名

収
集
者
の
方
が

訪
問
し
た
際
に

は
で

き
る
範
囲
で
の

協
力
を
お
願
い

し
ま

し
て
誕
生
会
の

あ
い
さ
つ
と
し

ま
す

。
ご
参
加

の
み
な
さ
ん
誕
生
会

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

誕

生
者
は
11

名

で
出
席
者
は
次
の

４
名

で
す
。
お

花
は
色
と
り
ど
り
の

ガ
ー

ベ
ラ
で
す
。

奥
村
則
子
さ
ん

お

花
あ

り
が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

ガ

ー

ベ

ラ

大

好

き

で
す
。

ア
ジ
ア
の
旅
、

自
然
散
策
の

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

田
中
平
三
さ
ん

た
く

さ
ん
の

人

に

祝

っ

て

も

ら

い

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い
ま
す
。

90

歳
の

正
月
を
迎
え
ハ
ッ

ピ
ー

か
ど
う
か

？

正
月
は
冥
土
の

旅
の

一
里
塚…

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

過
ご
し
た
い
。

西
尾
克
明
さ
ん

76

歳

に

な
り

ま
し
た
。

ま
だ

若
い
で
す

が
、

歳
並
み
に
元
気
。

白
内
障
の

手
術
を
し
ま
し
た
。

目
薬

に
当
た
り

回
復
に
時
間
が
か
か

っ
て

い
ま
す
。

毎
日
気
に

し
て
い
る

コ
バ

ノ
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
が
も
う

す
ぐ

一
斉

に
咲
く
で
し
ょ
う
。

４
月
５

日
（

金
）

北

高
上
緑

地
散

策

に
ご
参

加
く

だ
さ

い
！(

終

了
し

ま
し
た)

半
田
和
男
さ
ん

78

歳

に

な
り

ま
し
た
。

カ
ラ

オ
ケ
サ
ー

ク
ル

は
現
在
19

名
と

大
勢
に
な
り
ま
し

た
。
ギ
タ
ー

を
弾

き
ま
す
。

日
進
と
豊

田
の
ア
ン

サ
ン

ブ
ル
に
所
属
し
て
演
奏
し
て
い
ま

す
。

11

名
の
皆
さ
ん
に
ハ
ッ
ピ
ィ
ー

バ
ー

ス
デ
イ
を
歌
っ

て
お
祝
い
し
ま
し

た
。

お
食
事

も
文
化
サ
ロ
ン
も

早
く

始
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

岡
本
さ
ん

く
る
り
ん

ば
す
の
ダ
イ
ヤ

改
正
に

つ
い
て
の
「

出
前
講
座
」

に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

＊
自
分
の
た
め
の
ダ
イ
ヤ
づ
く
り

＊
高
齢
者
無
料
化
に
つ
い
て
。

75

歳
以

上
の
無
料
化
に

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー

ド
紐
付
け
は
な
ぜ
？

３
月
27

日

10

時
〜

12

時

に
ぎ
わ
い
交
流
館

(

終
了
し
ま
し
た)

西
尾
さ
ん

日
進
自
然
散
策
の
会

５
月
は
大

應
寺
か
ら
岩
崎

城
ま
で

を
２
時
間
か
け
て
歩
き
ま
す
。

水
野
さ
ん

歌
声
カ
フ
ェ

、
み

ん
な
で
２
時
間

20

曲
ほ
ど
の

歌
を
歌
い
ま
す
。

毎
月

第
２
水
曜
日
。
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一

言

感

想

浦
野

信
子
さ
ん

海
老

恵
子
さ
ん

大
川

泰
子
さ
ん

金
井
美
奈
子
さ
ん

清
水

昭
信
さ
ん

前
田

郁
子
さ
ん

伊
藤

良
則
さ
ん

誕
生
会
に
出
席

で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん

４
月
の
理
事
会
は
３
月
30

日
、

15

名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

早
目
に
暖
か
く
な
っ

た
り
寒
の

戻
り
が
あ
っ
た
り
し
た

た
め
か
、

体
調
不
良
の
方
が
数
名
あ

り
、
出

席
者
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま

し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、

誕
生
会
に

つ
い
て
３
月
の
振
り
返
り
と
４
月
以

降
の
文
化
サ
ロ
ン
の
内
容
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

県
の
関
係
で
は
春
の
仲
間
づ
く
り

月
間
が
始
ま
る
の
で
、

５
％＝

８

人
を
目
標
に
定
め
ま
し
た
。

新
し
い
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
も
で
き

ま
し
た
の
で
、
周

り
の
方
た
ち
に

勧
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ

か
、
各
委
員
会
か
ら
活

動
状
況
が
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
も
の
は
し
ば
く
さ
に
報
告
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
読
ん
で
い

た
だ
き
、
年
金
者

の
会
全
般
の
活

動
状
況
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
る
り
ん
ば
す
に
し
ろ

、
介
護

保
険
料
に
し
ろ
、
黙
っ

て
い
て
は

良
い
方
向
に
は
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の

思
い
が
市

当
局
に
届

く

よ

う

、

創

意

工

夫

を

凝

ら

し

た
年

金

者
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

中
上

理

事

会

便

り

新

会

員

紹

介

曽
布
川
好
子
さ
ん

米
野
木
町

趣
味

卓
球

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
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※ アジアの旅を楽しむ会

４月２３日（火）

10：00～12：00

５月２８日（火）

10：00～12：00

にぎわい交流館

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ 頭の体操マージャン

４月２２日

５月１３日・２０日・２７日

月曜日 13：00～17：00

相野山福祉会館

(初心者・水曜教室)

４月１７日

５月 ８日・１５日・２２日

水曜日 13：00～17：00

相野山福祉会館

連絡先 小柴（信） 72-2847

※ 歌声カフェ

４月２８日誕生会に石川さん

がゲスト出演します

５月 ８日（水）

10：00～12：00

６月１２日（水）

10：00～12：00

毎月第２水曜日

「あい工房」

中央福祉センターとなり

連絡先 水野（妙）73-3979

090-5610-1959

※ 映画サークル

５月１２日（日）

「ひばり捕り物長」

かんさし小判

６月１２日（水）

「さようなら クロ」

中央福祉センター

開場13：00 上映開始13：30

連絡先 片岡 090-4114-6232

川島 052-808-7860

※ お抹茶サロン

４月２０日（土） 13：30～

５月１８日（土） 13：30～

見学可・要予約

岩崎台・香久山福祉会館

連絡先 吉岡 73-1２801

※ カラオケ

４月１７日（水）

13：00～17：00

２４日（水） 臨時

15：00～17：00

５月 １日（水）・ ８日（水）

１５日（水）

岩崎台・香久山福祉会館

13：00～17：00

講師 山本宗秀

連絡先 平井 72-1041

※ 古代史を知る会

５月 ９日（木）

６月 ６日（木）

にぎわい交流館

13：30～

連絡先 芳賀（洋）805-1530

小柴（信） 72-2847

※ 写真サークル

４月２４日(水)

「撮影会」

場所 名古屋城

市役所東側 9：15 集合

５月２９日（水）

「勉強会」

にぎわい交流館 9：30～

連絡先 小柴（和）72-2847

山本（宗）73-2245

※ 太極拳

４月１６日・３０日

５月 ７日・２８日

岩崎台・香久山福祉会館

火曜日 13：00～15：00

連絡先 萩野 72-1024

※ 読書会

４月１８日（木）

「再生」

石田 衣良 著

５月１６日（木）

「自転しながら公転する」

山本 文緒 著

にぎわい交流館

第３木曜 13：30～15：00

連絡先 芳賀(宜)

052-805-1530

※ 日進自然散策の会

５月 ６日（月）

9：30～11：30

「大應寺～岩崎城」

集合 北部福祉会館

６月 ８日（土）

長久手古戦場②（予定）

連絡先 西尾 克明

携帯 090-8739-9860

FAX 0561-73-4085

※ 俳句の会

５月６日（月）

9：30～12：00

６月３日（月）

9：30～12：00

にぎわい交流館

連絡先 加藤（喜）

052-807-8214

※ ボールペン画教室

４月１９日（金）

13：00～15：00

５月１０日（金）

13：00～15：00

２４日（金）

13：00～15：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ モバイルパソコンクラブ

４月１７日（水）・２５日（木）

５月 ８日（水）・２２日（水）

３０日（木）

にぎわい交流館

13：00～15：30

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ やさしい英会話

４月２３日（火）

13：00～15：00

５月１４日（火）

13：00～15：00

２８日（火）

13：00～15：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ 朗読の会

４月１８日（第３木）

５月 ２日（第１木）

１６日（第３木）

中央福祉センター

9：30～11：30

５月１５日（水）県女性部総

会で朗読をいたします

:連絡先 水野（妙）73-3979

※ 山歩きの会

４月１８日（木）

「三上山と妙光寺山」

滋賀県・野洲市

(三上山は近江富士)

連絡先 三宅 73-4627

サークル案 内



Ａ

Ｍ

Ｉ

と
は

仏

語
で

「

お

と

も
だ
ち

」

と
い
う

意
味
で

す
。
熱
田
区
の
あ
っ
ち
ゃ
ん
（
ギ
タ
ー
）
、

み
よ
し
市
の
み
っ

ち
ゃ

ん
（
オ
カ
リ

ナ
・
歌
）

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。

童
謡
唱

歌
、
南
吉
童
話

，
オ
リ
ジ

ナ
ル

ソ
ン
グ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ン
ス

ト
の
４
本
柱
で
活
躍
中
！

オ
ー

プ
ニ
ン
グ

は
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
で
シ
チ
ュ

ー

の
歌
。
Ａ
Ｍ

Ｉ
と

い
う
言
葉
が
な
ん

と
45

回
も
出

て
く
る
美

味
し
い
シ
チ
ュ

ー
の
歌
で

し
た
。

お
二
人

の
漫
才
風
の
ト
ー

ク

を
聴

き
な
が
ら

、
次
々
に

プ
リ
ン
ト

し
た

歌
集
を
も
と
に
「

早
春
賦
」

「

お
ぼ

ろ
月
夜
」

「
み
か

ん
の
花
咲
く

丘
」

「

花
」
を
ギ
タ
ー

、
オ
カ
リ
ナ

に
合

わ
せ
て
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た

。

次
は
、
手
遊
び
の
「

チ
ュ
ー

リ
ッ

プ
」

。
会
場

の
み
な
さ
ん
も
童

心
に

返
っ

て
、
ち
ょ
っ

と
照
れ
な
が

ら
、

「

さ
い
た
！
」

「
な
い
た
！
」

「
お

こ

っ

た

！

」

「

わ

ら

っ

た

ー

！

」

と
に
こ
に

こ
と
、
手

を
動
か
し

て
い

ま
し
た
。

新
美
南
吉
の
「

五
月
の
太
陽
」

の

朗
読
は
、

ギ
タ
ー
と

オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
も
入
れ
た

短
い
け
れ
ど
素

敵
な
お

話
で
し
た
。

南
吉
の
命

日
は
貝
殻
忌
と

呼
ば
れ

今
年
の
５
月

５
日
に
は
没
後
80

年
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
そ
う
で
す
。

３
月
19

日
（

火
）

午
前
10

時
か
ら

に
ぎ
わ
い
交
流
館
で

福

祉

委

員

会

が

企

画

し

て

「

介

護

保

険

」

を

テ

ー

マ

に
し
た

出
前
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

出
前
講
座
と

は
、
市
民

の
申
し
出

で
行
政
の
施

策
に
つ
い
て
市

が
説
明

し
た
り
す
る
制
度
で
す
。

当

日

は

市

か

ら

介

護

福

祉

課

長

（
女
性
）

と
担
当
職
員
（
男
性
）

の

２

人

が

出

席

し

、

会

か

ら

は

８

人

（
男
性
５
人

女
性
３
人
）
の
参
加
。

市
か
ら
は
26

ペ
ー

ジ
の
資
料
に
沿
っ

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

章
は
①
介
護

保
険
と
は
②
利

用
方

法
③
施
設
と
な
っ

て
い
て
多

角
的
で

わ
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。

介
護
保
険
の
財

源
は
国
が
25

％
、

県
と
市
が
12

・
５
％

づ
つ
、
65

歳
以

上
の
人
の
保
険
料
が
23

％
、

40

歳
〜

64

歳
の
人
の
保

険
料
が
27

％
と

の
こ

と
で
し
た
。

来
年
度
以
降
も

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
増

加
が
見
込
ま
れ

る
の

で
、
保

険
料
基
準
額
を
５
％

引
き
上

げ
る
予
定
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
「

国
の
負
担
を

増

や

す
よ
う
に
市
か
ら

働
き
か
け
て

欲

し

い
」
と
要
望
し
ま

し
た
。

ま
た
会
員
か
ら
認

知
症
で
も
精

神

障

害
者
保
健
福
祉
手

帳
が
取
れ
る

と

か

、
所
得
税

を
納
め
す
ぎ
て
い
た

と

還

付
さ
れ
た
が
、

介
護
保
険
の
利

用

料
の
還
付
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、

年

金
で
入
れ
る
高
齢

者
施
設
が
欲

し

い

な
ど
、
交

流
と
要
望
な
ど
有
意

義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

片
岡
拓
一
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文化サロン

値
上
が
り
す
る
介
護
保
険
料

新
年
度
６
４
３
０
０
円
か
ら

６
７
８
０
０
円
に
引
き
上
げ

Ａ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
の
ト
ー
ク
を
聴
き
な
が
ら

童
謡
唱
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た

出前講座 介護保険

交
流
と
要
望

年
金
で
入
れ
る
高
齢
者

施
設
が
欲
し
い…

…

最
後
に
プ
リ
ン
ト
の
中
か
ら
、
懐
か

し
い

歌

謡

曲

「

バ

ラ

が

咲

い
た

」

「
旅
の
夜
風
」
「
高
原
列
車
は
行
く
」

「
北
国
の
春
」
を
歌
い
ま
し
た
。

み

な
さ
ん
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て｢

ふ

る
さ
と｣

で
終
了
。
Ａ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
の
デ
ュ

オ
で
１
時
間
楽
し
み
ま
し
た
。
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文

芸

コ

ー

ナ

ー

路
地
の
子
の
遊
び
の
つ
き
ぬ
日
永
か
な

百
世

キ
ュ
キ
ュ
さ
せ
て
じ
ょ
じ
ょ
履
く
吾
子
の
試
歩
の
春

あ
や
子

沖
縄
の
断
崖
で
い
ご
に
魂
祈
る

喜
久
子

満
開
の
桜
の
彼
方
鳶
の
声

恵
子

農
道
を
母
と
下
校
す
卒
業
子

擢
石

春
の
空
牛
車
で
渡
る
浅
瀬
海

宜
子

小
春
日
の
弁
天
池
に
カ
ル
ガ
モ
は

寄
り
添
い
は
な
れ

姿
愛
ら
し

伊
藤
博
子

お
お
く
ま
座
よ
り
ひ
ょ
い
と
顔
出
す

お
父
さ
ん
猫
の
小
春
も
見
上
げ
て
い
る
よ島

田
彰
子

俳

句

短

歌

中
馬
の
お
雛
さ
ん

山
本
宗
秀

絵 手 紙 折 り 紙

青地典子 土持利江
金井美奈子



香
久
山
の
今

五
色
園
か
ら
香
久
山
に
転
居
し
て
、

30

年
が
経
ち
ま
し
た
。

当
時
は
、
ま

だ
ス
ー

パ
ー

も
な
く
、
空
き
地
も
多

く
、

こ
れ
か
ら

の
新
し
い
街
と
い
う

感
が
あ
り
ま
し
た
。

転
居
後
一
年
、

ス
ー

パ
ー
が
開
店

し
、

郵
便
局
、

各
種
医
院
、
銀
行
等

が
整

い
、
公
園

も
緑
深
く
住
み
や
す

い
街
に
な

っ
て
き
ま
し
た

。
地
区
内

の
香

久
山
水
晶
山
緑

地
に
あ
る
古
窯

は
、

平
安
時
代

初
期
の
も
の
で
歴
史

を
感
じ
ま

す
。
現
在
、

約
６
６
０
０

人
２

８
０
０
世
帯
の

住
民
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

昨

年
の
香
久
山
夏
ま
つ
り

は
、
近

隣
住

民
も
加
え
６
０

０
０
人
ほ
ど
の

参
加
で
盛

況
で
し
た
。
し

か
し
、
転

勤
族

も
多
く
自
治
会

会
員
数
が
な
か

な
か

増
え
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
中
で
、
自
主
防
災
会
、
ワ
ン

コ
イ
ン
の
会
、

ほ
っ
と
カ

フ
ェ

香
久

山
な
ど
、

助
け
合
い

な
が
ら
交

流
を

図
ろ
う
と
い
う
会
も
で
き
ま
し

た
。

こ
の
４
月
２
日

に
は
、
ほ
っ

と
カ

フ
ェ
主
催
の
「
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
か
れ
、

ギ
タ
ー
弾
き

語
り

、
学

生
落
語
、

バ
ザ
ー

な
ど
が
行
わ

れ
ま

し
た
。

川
沿
い
の
桜

を
愛
で
な

が
ら

オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
で
コ
ー

ヒ
ー

を
一

杯
と
い

う
粋
な
企
画
で
大

勢
の

人
が

楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
の
和
を
大
切

に
、

明
る
く
楽
し
い
住
み
や
す
い
街
で
あ
っ

て
ほ
し
い

と
願
っ
て

い
ま
す
。

加
藤
喜

久
子

我
が
家

の
南
側

に
は

一
列

の
家
並
の
先

に
広
い
竹
藪
が
広

が
っ

て
い
て
、

鳥
た
ち
の
棲
処
と
な
っ

て

い
ま
す
。

今
年
は
姿
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
は
鶯
が
ケ
チ
ョ

ケ
チ
ョ

と
啼
く

練
習

を
し

て
い

る
か

の
よ

う
な

声
が

し
て

い
ま
し
た
。

庭

の
ク

ロ
ガ

ネ
モ

チ
の

木
に
は

20

羽
く

ら
い

の
ヒ

ヨ
ド

リ
が

や
っ

て
き

ま
す
。

気

づ
く
と

、

た
く

さ
ん

実
っ

て
い

た
赤

い
実

は
す
っ

か

り
喰

い
尽

さ
れ

て
し

ま
っ

て
い
ま
し
た
。

ど
こ
か
に

種
が
運
ば

れ
、

芽
を
出
し
、
大

木
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

私
の
目
か

ら
見
る
と
ヒ
ヨ

ド
リ
は

結
構
意
地
悪
で

、
す
ぐ
横

の
山
茶
花

の
蜜
を
吸
っ

て
い
る
目
白

の
つ
が
い

を
、

自
分
が
蜜
を
吸
う
わ

け
で
も
な

い
の
に
追
い
や
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

夏
が
近
づ
い
て
く
る
と
時
々
「
テ
ッ

ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
」

と
ホ
ト
ト

ギ
ス
の

声
が
届
い
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鳥
の
鳴
き
声

を
ヒ
ト
の
音
声

で
表

す
の
は
と
て
も

む
つ
か
し
い
と

思
い

ま

す

が

、

そ

の

気

に

な

る

と

そ

の

よ

う

に

聞

こ

え

る

の

は

不

思

議
で
す
。

こ

の

家

に

越

し

て

き

て

17

〜

18

年

に

な

り

ま

す

が

、

二

度

ほ

ど

イ

タ

チ

が

庭

を
横
切
っ
て
行
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
自
然
が

程
よ
く
残
っ
て

い
る
の

で
、
日
進
に

越
し
て
き
た
」

と
い
う

声

を

聴

く

こ

と
が

あ

り

ま

す

が

、

「
そ
の
通
り

」
と
共
感
で
き

る
我
が

家
で
す
。

中
上
恵
子

五
月
十
二
日
（
日
）

十
三
時
三
十
分
開
始

中
央

福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ば
り
捕
り
物
帖

か
ん
ざ
し
小
判
」

日
本
一
九
五
七
年
（
92

分
）

監
督

沢
島
忠

出
演

美
空
ひ
ば
り
、
東
千
代
之
介

ひ
ば
り
を
主
人
公

に
し
て
時
代

劇

を

現
代
化
し
、

東
映
の
映
画
製
作

の

中
心
に
据
え
た
の
が
沢
島
忠
監
督
で
、

そ

の
出
発
点
と
な
っ

た
の
が
こ
の

映

画

で
し
た
。

東
千
代
之
介
を
相
手

役

と
し
て
、
歌
と
踊
り
の
華
や
か
さ
に
、

ミ

ス
テ
リ
ー
の
魅
力

も
加
え
て
、

娯

楽

に
徹
し
た
演
出
で
す
が
、

若
者
、

特

に
女
性
に
も
親
し

ま
れ
る
時
代

劇

を

創
造
し
た
意
味
で
、

こ
の
監
督

は

巨

匠
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
古
く

か

ら

の
伝

統
に

加
え
、

こ
の
昭
和
時
代

劇
の
遺
産
で
も
あ
る

セ
ッ
ト
・
大
道
具
・

小
道
具
・
衣
装
な
ど

が
、
テ
レ
ビ
も
含
め

て
今
日
の
時
代
劇
を

支

え

て

い

る

の

で

す
ね
。

石
井
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映
画
サ
ー

ク
ル
上

映
作
品
紹
介

投稿

シ
リ
ー
ズ

日
進
さ
ん
ぽ

14

我
が
家
の
小
さ
な
自
然

相
州
仲
原

（
そ
う
し
ゅ
う
な
か
は
ら
）

平
塚

市
に
あ
る
相
模
平

野
の
中
心

を
指
し
ま
す
。

江
戸
と

結
ぶ
中
原
街
道
が
通

っ
て

い
た
た
め

、
人
の
往

来
が
多
い
場
所

で
し
た
。

そ
の
た
め
、

様
々
な
旅
人

の
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
辺
り
は

も
と
も
と
、

風

景
が

良
く
、

富
士
山
が
良
く

見
え
る

こ
と

で
有
名
で
し
た
。

ま
た
、

富
士
山
の
手

前
に
描

か
れ

た
山
は
大
山
で

、
神
仏

習
合
の

霊
場

で
あ
っ

た
大
山
詣
は
、

当
時
の

庶
民

か
ら
人
気
を
集
め
た
よ
う
で
す

。

「

ポ

ン

」

「

リ

ー

チ

」

「

そ
れ

ロ
ン
」

「

あ
！
や

ら

れ
た

」

。

あ
ち
ら

こ
ち
ら

か

ら
、

に

ぎ
や

か
な
声

が
聞

こ

え
て
き
ま
す
。

こ
こ
は

相
野

山
福

祉
会

館

毎

週
水
曜

日
の

午
後

一
時

か

ら
「

頭

の
体
操
マ

ー

ジ
ャ

ン

初
心
者
・
水

曜
教
室
」

が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
12

名
、

時

に

は

15

名

で

親

が

変

わ

る

た

び

に

交
代
し
ま
す
。

卓

台

は

手

作

り

で

指
導
者
が
２
名
「

先
生
上
が
っ

た

け
ど
点
数
は
ど
う
や
っ
て
数
え
る
？
」

「

ど

れ

を

放
っ

た

ら

い

い
の

？

」

「

先
生
教
え
て
？
」

「
こ
う
し
て
、

並

べ

替

え

る

と

テ

ン

パ

イ

だ

よ

」

「
そ
う
な
ん
だ
」
。
先
生
た
ち
は
引
っ

張
り
ダ
コ
で
す
。
３
時
間
４
時
間
は
、

あ
！
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

私
も
仲
間
に
入
っ
て
一
年
半
、
ル
ー

ル
や
上

が
り
方
、

役
の
作
り
方
な
ど

少
し
ず

つ
覚
え
て
来
ま
し
た

。
最
近

で
は
「

ロ
ン
」

を
取
ら
れ
ま
い
と
頭

を
捻
り
、

「

こ
の
ハ
イ
が
き
た
ら
上

が
り
だ
け
ど
」

と
ド
キ
ド
キ
、

『
脳

ト
レ
』

に
は
持
っ

て
こ
い
の
ゲ
ー
ム

で
、

毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

奥
村
眞
知
子

あ

い
ち
年
金
者
組
合

文
化
の
つ
ど

い

。
栄

ギ
ャ

ラ
リ
ー

で
開

催
。

日

進

か
ら

も
16

の

作

品
の

参

加
が

あ
り
ま
し
た
。

裂
織

の
バ

ッ

グ
、
紬
の
ベ
ス
ト
、

写
真

俳
句
、

ボ

ー

ル

ペ

ン

画

の
出
展
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ

い

ま

し

た

。

水
野
妙
子
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シ
リ
ー
ズ

26

ボールペン画で観る「富嶽三十六景」

葛飾北斎「富嶽三十六景」より 画 曾雌 敦

子
供
の
こ
ろ
か
ら
電
気
に
興
味
が

あ
り
、
鉱
石
ラ
ジ
オ
を
作
っ
て
音
が

聞
こ
え
た
時
の
感
激
は
今
で
も
忘
れ

な
い
。

中
学
時
代
の
友
人
と
二
人
で
ラ

ジ
オ
制
作
や
電
子
機
器
の
実
験
に

熱
中
し
た
思
い
出
も
多
く
あ
り
、

そ
の
影
響
で
大
学
は
電
子
工
学
科

に
進
み
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
電
気
科

学
研
究
部
で
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
や

テ
レ
ビ
受
像
機
の
研
究
に
没
頭
し

て
い
た
。

そ
れ
以
来
今
に
至
る
ま
で
電
子
工

作
を
趣
味
と
し
て
い
て
、
電
気
機
器

の
修
理
や
生
活
に
役
立
つ
代
物
を
作
っ

て

は

自

己

満

足

に
浸
っ
て
い
る
。

最

近

は

１

０

０

均

で

購

入

し

た

乾

電

池

式

の

懐

中

電

灯
や
壁
掛
け
ラ
イ
ト
を
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
化
し
、
ま

た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
充
電
機
能
を
組
み
込
ん

だ
り
す
る
改
造
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
安
価
で
利
用
価
値
の
あ
る
照

明
グ
ッ
ズ
作
り
に
熱
中
し
て
い
る
。

「
写

真
は

充
電

電
池

仕
様

に
改

造
し
た

ラ
イ
ト

で
、

手
前

の
回
路

基
盤
は

充
放
電

制
御

回
路
で

す
」

岡
村
淳
三

私の趣味・楽しみ

サークル紹介
マ
ー
ジ
ャ
ン

「
脳
ト
レ
」
に
は
ま
っ
て
い
ま
す

県

作
品
展


